
高校サッカー選手における
股関節痛と足関節捻挫受傷歴の関係性について

【はじめに】
　鼠径部痛 /groin pain in athlete（以下 GPA）は

サッカーやラグビーなど切り返し動作やキック動作

が多いスポーツで発症が多く, ハムストリング損傷よ

り離脱日数が長いことから個人だけでなく,チームに

とっても大きな損失になるとされている1）. GPA を有

する選手に対し , 問診にて足関節捻挫の受傷歴を聴

取することが多い .しかし , 股関節痛と足関節捻挫

受傷歴の関係性について調査した報告は我々が渉

猟する限り見当たらない .

　そこで今回 , 高校サッカー選手を対象にアンケー

ト調査にて股関節痛と足関節捻挫受傷歴について

調査した .

【対象と方法】
1．対象
　対象は , 県内の高校サッカー部に所属する選手
27 名とした . 平均体重は 173.4±5.6㎝ , 平均体重は
63.9±4.9㎏ , 平均 BMI は 21.2±0.9㎏ /㎡ ,であっ
た . 本研究は , ヘルシンキ宣言に基づき, 全ての選
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手に本研究の意義を説明し , 書面にて同意を得た .
2．方法
　方法は , 股関節痛と足関節捻挫受傷歴の関係性
を調査する目的でアンケート調査を実施した .アン
ケート調査の内容は以下の通りである .

（1）股関節痛の有無
（2）足関節捻挫（内反捻挫）の有無
　また ,アンケート調査にて股関節痛と同側の足関
節捻挫の受傷があると答えた選手に対し , 口頭にて
股関節痛と足関節捻挫受傷歴の時系列を聴取した .

【結果】
　アンケート調査より,27 名中 20 名に股関節痛を
認めた . また , 股関節痛を有する選手のうち15 名に
足関節捻挫の既往を認めた .
　除外対象として, 足関節捻挫の既往を認めない者
が 3 名 , 股関節痛の後に足関節捻挫を受傷したもの
が 2 名存在し , 計 5 名は除外した . よって, 股関節
痛を有する選手のうち約 8 割に足関節捻挫の既往歴
を認めた（表 1）.

表 1  股 関 節 痛 と 足 関 節 捻 挫 の 関 係 性  

 

  
股 関 節 痛  

あ り  な し  

足 関 節 捻 挫  
あ り  15  2  

な し  5  5  

表１：股関節痛と足関節捻挫の関係性
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【考察】
　股関節痛の部位は , 前方・後方・内側・外側に分
けられ 2）腸腰筋損傷や内転筋損傷は GPA の一つで
ある . GPA は , 過度な運動により生じる慢性的な鼠
径部痛で一定の安静期間を設けると疼痛が軽減する
が , 競技を再開すると疼痛が再燃することが特徴で
あるとされている.GPA のリスクファクターとして, 股
関節内旋可動域の低下 3）・股関節内転筋力の低下 4）

が報告されている . 
　アンケート調査の結果より, 股関節痛を有する選
手のうち約 8 割に足関節捻挫の既往を認めた. GPA
を有する選手の足関節・足部に対する報告は少ない
が, GPAを有する選手 332 名を対象に切り返し動作
を観察した研究では , 約 4 割の選手は切り返し時に
足部は内反位にあったと報告されている 5). 足部を外
反する筋には , 長腓骨筋が存在する .しかし , 長腓
骨筋は , 足関節外側側副靭帯損傷後に歩行中の立
脚後期における筋活動の遅延 6) や長腓骨筋内の脂
肪組織が増加 7) し機能的にも器質的にも変化するこ
とが報告されている .そのため , 長腓骨筋の機能が
低下した状態での切り返し動作を繰り返すことが ,
股関節へのストレス増大を惹起すると推察する .　
　本研究の限界点として, 股関節痛を疾患別に分類
できていない点 , 足関節の可動域・筋力・アライメ
ントの計測できていない点 , 足関節捻挫の重症度分
類や治療の有無が明確にできていない点が挙げられ
る . 今後の課題としては , 足関節不安定症と股関節
痛との関係性および足部アライメントと股関節痛との
関係性について調査していくことである .

【結語】
　高校サッカー選手を対象にメディカルチャックを実
施した .アンケート調査にて股関節痛を有する選手の
うち約 8 割に同側の足関節捻挫の既往歴があること
が判明した .
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